
丸
和
通
運
（
本
社
・
東
京
都
荒
川

区
、
河
田
和
美
社
長
）
、
西
久
大
運

輸
倉
庫
（
本
社
・
福
岡
市
東
区
、
伊

東
健
太
郎
社
長
）
、
琉
球
通
運
（
本

社
・
沖
縄
県
那
覇
市
、
喜
納
秀
智
社

長
）
は
、
本
土
～
沖
縄
間
の
複
合
一

貫
輸
送
サ
ー
ビ
ス
「
レ
ー
ル
＆
シ
ッ

プ
」
に
お
い
て
、
12
ft
ク
ー
ル
コ
ン

テ
ナ
を
用
い
た
低
温
輸
送
を
強
化
す

る
。
12
ft
ク
ー
ル
コ
ン
テ
ナ
は
こ
れ

ま
で
、
福
岡
～
沖
縄
間
を
フ
ェ
リ

ー
・
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
で
し
か
運
べ
な
か

っ
た
が
、
専
用
の
コ
ン
テ
ナ
を
用
意

す
る
こ
と
で
貨
物
船
へ
の
積
載
を
可

能
と
し
、
よ
り
豊
富
な
運
航
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
か
ら
柔
軟
な
輸
送
計
画
を
組

み
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

「
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
コ
ン
テ
ナ
」

を
貨
物
船
積
載
用
に
開
発

レ
ー
ル
＆
シ
ッ
プ
は
、
本
土
側
の

鉄
道
輸
送
と
福
岡
～
沖
縄
間
の
海
上

輸
送
、
沖
縄
側
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を

組
み
合
わ
せ
た
複
合
一
貫
輸
送
サ
ー

ビ
ス
。
12
ft
コ
ン
テ
ナ
で
積
み
替
え

な
く
ド
ア
ｔ
ｏ
ド
ア
輸
送
で
き
る
こ

と
か
ら
、
輸
送
品
質
の
向
上
と
、
鉄

道
・
船
舶
利
用
に
よ
る
環
境
負
荷
低

減
に
貢
献
す
る
。
琉
球
通
運
と
西
久

大
運
輸
倉
庫
が
３
年
ほ
ど
前
よ
り
常

温
貨
物
を
対
象
に
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大

し
て
き
た
が
、
今
年
５
月
か
ら
は
、

丸
和
通
運
が
開
発
し
た
12
ft
ク
ー
ル

コ
ン
テ
ナ
「
Ｕ
Ｆ
16
Ａ
」
を
用
い
た

低
温
輸
送
も
本
格
化
。
一
方
で
Ｕ
Ｆ

16
Ａ
は
構
造
上
、
上
隅
金
具
を
付
け

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
貨
物
船
に
積
み

込
め
ず
、
福
岡
～
沖
縄
間
を
フ
ェ
リ

ー
・
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
で
し
か
運
べ
て
い

な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
那
覇
航
路
を
持
つ
南
日

本
汽
船
と
琉
球
通
運
が
連
携
し
、
上

隅
金
具
の
な
い
12
ft
コ
ン
テ
ナ
を
貨

物
船
に
積
載
す
る
た
め
の
専
用
コ
ン

テ
ナ
「
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
コ
ン
テ

ナ
」
を
開
発
。
同
コ
ン
テ
ナ
は
、
20

ft
フ
ラ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
コ
ン
テ
ナ
の
底

面
に
12
ft
コ
ン
テ
ナ
を
固
定
で
き
る

ツ
イ
ス
ト
ロ
ッ
ク
を
取
り
付
け
た
も

の
。
ツ
イ
ス
ト
ロ
ッ
ク
は
脱
着
可
能

な
ス
ラ
イ
ド
式
で
、
12
ft
コ
ン
テ
ナ

以
外
の
荷
物
を
運
ぶ
際
に
は
取
り
外

し
て
通
常
の
フ
ラ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
コ
ン

テ
ナ
と
し
て
使
用
で
き
る
こ
と
が
特

徴
と
な
っ
て
い
る
。
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン

グ
コ
ン
テ
ナ
に
12
ft
ク
ー
ル
コ
ン
テ

ナ
を
載
せ
る
こ
と
で
、
南
日
本
汽
船

が
博
多
～
沖
縄
航
路
に
就
航
す
る
週

６
便
の
貨
物
船
が
利
用
可
能
と
な

り
、
顧
客
利
便
性
が
大
幅
に
向
上
す

る
。ス

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
コ
ン
テ
ナ
は
、

ま
ず
は
２
基
製
造
し
、
今
年
５
月

に
、
第
１
便
を
輸
送
し
た
。
福
岡
で

琉
球
通
運
の
チ
ル
ド
貨
物
を
積
み
込

み
、
博
多
～
那
覇
港
間
を
貨
物
船
で

輸
送
し
、
沖
縄
側
の
物
流
セ
ン
タ
ー

へ
納
品
。
沖
縄
か
ら
は
関
東
向
け
の

水
産
品
を
積
載
し
て
、
那
覇
～
博
多

港
を
貨
物
船
で
運
ん
だ
上
で
、
福
岡

貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
東
京
タ
へ
鉄

道
輸
送
し
、
東
京
都
大
田
区
の
物
流

セ
ン
タ
ー
に
届
け
た
。
そ
の
後
、
６

月
に
は
２
基
を
使
っ
た
輸
送
案
件
が

あ
り
、
８
月
に
も
沖
縄
発
の
水
産
品

輸
送
を
予
定
。
当
面
は
２
基
体
制
で

運
用
す
る
が
、
今
後
の
需
要
拡
大
に

併
せ
て
増
基
も
検
討
す
る
と
と
も

に
、
12
ft
ク
ー
ル
コ
ン
テ
ナ
単
体
で

貨
物
船
に
積
み
込
む
方
法
も
、
引
き

続
き
検
証
し
て
い
く
。

12
ft
ク
ー
ル
コ
ン
テ
ナ
、

５
月
に
50
基
を
新
造

12
ft
ク
ー
ル
コ
ン
テ
ナ
に
よ
る
レ

ー
ル
＆
シ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
は
、
丸
和

通
運
が
Ｕ
Ｆ
16
Ａ
に
下
隅
金
具
を
装

着
し
た
新
型
タ
イ
プ
を
開
発
し
、
内

航
船
へ
の
積
載
が
可
能
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
同
コ
ン
テ

ナ
を
用
い
て
、
水
産
大
手
マ
ル
ハ
ニ

チ
ロ
で
は
今
年
２
月
よ
り
、
沖
縄
発

関
東
向
け
の
ソ
デ
イ
カ
柵
輸
送
を
開

始
。
さ
ら
に
、
５
月
に
は
丸
和
通
運

「
レ
ー
ル
＆
シ
ッ
プ
」
低
温
輸
送
を
強
化

貨
物
船
積
載
で
輸
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
拡
大

丸
和
通
運
／
西
久
大
運
輸
倉
庫
／
琉
球
通
運

UF16Aを載せたスライディングコンテナ

脱着可能なツイストロックを設置
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が
新
型
タ
イ
プ
の
Ｕ
Ｆ
16
Ａ
を
50
基

増
産
し
た
こ
と
で
、
本
格
稼
働
に
至

っ
た
。
丸
和
通
運
で
は
現
在
、
12
ft

ク
ー
ル
コ
ン
テ
ナ
を
計
１
５
２
基
運

用
す
る
が
、
今
後
は
下
隅
金
具
付
の

仕
様
を
標
準
と
す
る
方
針
。
ま
た
、

早
期
に
３
０
０
台
体
制
を
構
築
し
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
へ
の
対
応
と
し
て
見
込
ま
れ
る

輸
送
需
要
に
応
え
た
い
考
え
だ
。

具
体
的
に
は
、
沖
縄
発
の
水
産
品

や
電
照
菊
、
青
果
物
な
ど
の
輸
送
が

想
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
沖
縄
向
け

に
は
本
土
か
ら
の
青
果
物
輸
送
の
ほ

か
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
輸
送
で
も
利

用
が
期
待
さ
れ
る
。
地
域
別
に
見
る

と
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
向
け
の
畜
産

品
や
関
東
お
よ
び
北
陸
の
内
陸
地
域

か
ら
の
発
送
で
も
レ
ー
ル
＆
シ
ッ
プ

の
優
位
性
を
発
揮
で
き
る
と
い
う
。

同
時
に
、
沖
縄
発
の
荷
物
獲
得
に
向

け
た
混
載
便
も
サ
ー
ビ
ス
化
へ
の
検

討
を
続
け
、
移
動
式
ド
ッ
ク
シ
ェ
ル

タ
ー
の
開
発
と
併
せ
て
、
近
隣
冷
蔵

倉
庫
を
利
用
し
た

積
み
替
え
な
ど
も

視
野
に
入
れ
て
い

く
。レ

ー
ル
＆
シ
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
ク
ー
ル
コ
ン

テ
ナ
に
先
駆
け
て

開
始
し
た
ド
ラ
イ

コ
ン
テ
ナ
に
よ
る

常
温
品
の
取
り
扱
い
も
拡
大
し
て
お

り
、
当
初
は
月
に
１
～
２
本
ほ
ど
だ

っ
た
取
扱
量
が
、
直
近
で
は
20
本
以

上
に
増
加
。
と
く
に
、
那
覇
航
路
の

運
航
が
週
１
便
の
経
由
便
し
か
な
い

名
古
屋
港
周
辺
地
域
か
ら
は
安
定
的

な
需
要
が
あ
り
、
店
舗
什
器
や
食
料貨物船への積み込みの様子
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帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は
こ
の
ほ
ど
、
経
済
安

全
保
障
に
対
す
る
企
業
の
意
識
調
査
の
結
果
を

公
表
し
た
。
経
済
安
保
法
で
取
り
組
む
べ
き
分

野
と
し
て
提
示
さ
れ
た
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

（
Ｓ
Ｃ
）
の
強
靱
化
」
「
基
幹
イ
ン
フ
ラ
の
安

全
性
・
信
頼
性
の
確
保
」
「
官
民
技
術
協
力
」

「
特
許
出
願
の
非
公
開
化
」
の
う
ち
、
自
社
の

企
業
活
動
に
と
っ
て
最
も
関
係
が
あ
る
と
思
う

項
目
は
ど
れ
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
基
幹
イ

ン
フ
ラ
の
安
全
性
・
信
頼
性
の
確
保
」
（
20
・

９
％
）
が
ト
ッ
プ
と
な
り
、
次
い
で
「
Ｓ
Ｃ
の

強
靱
化
」
（
18
・
０
％
）
が
続
い
た
。

「
官
民
技
術
協
力
」
「
特
許
出
願
の
非
公
開

化
」
は
い
ず
れ
も
５
％
未
満
と
な
り
、
自
社
に

関
係
す
る
と
み
て
い
る
企
業
は
少
な
か
っ
た
。

全
体
の
半
分
以
上
で
あ
る
54
・
８
％
が
「
関
係

は
な
い
と
思
う
」
「
分
か
ら
な
い
」
と
認
識
し

て
い
た
。
特
に
「
小
規
模
企
業
」
は
、
「
関
係

は
な
い
と
思
う
」
「
分
か
ら
な
い
」
の
合
計
が

63
・
２
％
と
６
割
に
の
ぼ
っ
た
。

業
界
別
で
は
、
「
基
幹
イ
ン
フ
ラ
の
安
全

性
・
信
頼
性
の
確
保
」
の
割
合
が
最
も
高
か
っ

た
の
は
「
金
融
」
の
28
・
４
％
。
以
下
、「
サ
ー

ビ
ス
」
（
26
・
１
％
）
、
「
建
設
」
（
25
・

７
％
）
、「
運
輸
・
倉
庫
」（
22
・
４
％
）
が
20
％

を
超
え
て
い
た
。
「
Ｓ
Ｃ
の
強
靱
化
」
の
割
合
が

最
も
高
か
っ
た
の
は
「
製
造
」
で
27
・
１
％
。
次

い
で
「
卸
売
」
（
22
・
０
％
）
、
「
農
・
林
・
水

産
」
（
18
・
７
％
）
が
続
い
た
。

「
基
幹
イ
ン
フ
ラ
の
安
全
性
・
信
頼
性
の
確
保
」
に
関
心

経
済
安
保
法
に
対
す
る
企
業
の
意
識
調
査
で



サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
効
率
化
に

向
け
て
メ
ー
カ
ー
（
製
）
、
卸

（
配
）
、
小
売
（
販
）
な
ど
が
参
画

す
る
製
・
配
・
販
連
携
協
議
会
は
８

日
、
総
会
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
、
加
盟
企
業
45
社
が
「
フ
ィ
ジ
カ

ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
実
現
に
向
け
た

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
へ
の
賛
同
宣
言
を
行
っ

た
こ
と
を
公
表
し
た
。
同
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
は
今
年
３
月
に
経
済
産
業

省
と
国
土
交
通
省
が
策
定
し
た
「
フ

ィ
ジ
カ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
実
現
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
具
体
化
方
針
と
し

て
策
定
さ
れ
た
。
賛
同
し
た
45
社
は

同
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
盛
り
込
ま

れ
た
方
策
を
具
体
的
に
実
施
し
、
２

０
４
０
年
を
メ
ド
に
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
実
現
を
目
指
す
。
経

産
省
の
関
係
者
は
「
今
後
さ
ら
に
多

く
の
企
業
に
賛
同
し
て
い
た
だ
き
、

フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
実

現
す
る
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
す
る
」
と
し
て
い
る
。
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品
な
ど
を
レ
ー
ル
＆
シ
ッ
プ
で
輸
送

し
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
域
か
ら
の
荷
物
は
営

業
活
動
の
成
果
で
も
あ
り
、
「
今
後

も
全
国
の
通
運
会
社
へ
提
案
し
て
い

き
た
い
」
と
西
久
大
運
輸
倉
庫
の
中

野
清
志
・
執
行
役
員
通
運
部
長
兼
う

き
は
支
店
長
は
話
す
。
琉
球
通
運
の

知
念
知
也
・
営
業
本
部
営
業
部
部
長

も
「
沖
縄
発
着
の
貨
物
を
で
き
る
だ

け
バ
ラ
ン
ス
よ
く
多
く
作
り
た
い
」

と
し
、
丸
和
通
運
の
神
木
淳
・
通
運

部
副
課
長
も
「
ま
ず
は
デ
イ
リ
ー
運

航
の
実
現
が
目
標
」
と
意
欲
を
示

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
­­­­■

〝
ス
ー
パ
ー
の
行
動
計
画
〟
に
45
社
が
賛
同

フ
ィ
ジ
カ
ル
実
現
へ
、
取
り
組
み
を
具
体
化

製
・
配
・
販
連
携
協
議
会

製
・
配
・
販
連
携
協
議
会
は
８
日
に
開
催
し
た

総
会
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
­イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
大
賞
２
０
２
２
」
の
表
彰
を
行
っ

た
。
同
賞
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
最
適
化

に
向
け
、
製
・
配
・
販
各
層
の
協
力
に
よ
り
優
れ

た
取
り
組
み
を
行
っ
た
企
業
の
功
績
を
表
彰
す
る

も
の
。

22
年
度
の
大
賞
は
、
食
品
物
流
未
来
推
進
会
議

（
Ｓ
Ｂ
Ｍ
）
、
日
本
加
工
食
品
卸
協
会
（
日
食

協
）
の
物
流
問
題
研
究
会
、
製
・
配
・
販
連
携
協

議
会
の
納
品
リ
ー
ド
タ
イ
ム
延
長
問
題
Ｗ
Ｇ
の
３

者
連
名
に
よ
る
「
納
品
リ
ー
ド
タ
イ
ム
延
長
の
取

り
組
み
と
フ
ー
ド
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
に
お

け
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
追
求
」
が
受
賞
。
味

の
素
、
カ
ゴ
メ
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
食
品
、
キ
ユ
ー

ピ
ー
、
日
清
オ
イ
リ
オ
グ
ル
ー
プ
、
日
清
製
粉
ウ

ェ
ル
ナ
、
ハ
ウ
ス
食
品
、
M
izkanら
メ
ー
カ
ー
８

社
が
参
加
す
る
Ｓ
Ｂ
Ｍ
と
、
日
食
協
に
加
盟
す
る

伊
藤
忠
食
品
、
加
藤
産
業
、
国
分
グ
ル
ー
プ
本

社
、
日
本
ア
ク
セ
ス
、
三
井
食
品
、
三
菱
食
品
ら

卸
６
社
は
、
加
工
食
品
流
通
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
延

長
に
よ
り
安
定
的
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築

す
る
取
り
組
み
を
幅
広
く
検
討
し
、
具
体
的
方
策

に
つ
な
げ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

大
賞
に
次
ぐ
優
秀
賞
は
、
日
本
ア
ク
セ
ス
と
東

急
ス
ト
ア
に
よ
る
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
最

適
化
へ
の
取
り
組
み
」
と
、
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｃ
、
薬

王
堂
を
中
心
と
し
た
メ
ー
カ
ー
・
ベ
ン
ダ
ー
連
携

に
よ
る
「
返
品
削
減
お
よ
び
在
庫
偏
重
解
消
に
よ

る
販
売
機
会
ロ
ス
の
削
減
」
が
受
賞
し
た
。

日
本
ア
ク
セ
ス
と
東
急
ス
ト
ア
の
取
り
組
み

は
、
庫
内
で
の
作
業
効
率
化
と
夜
間
作
業
の
削
減

を
実
施
し
た
ほ
か
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
作
業
時
間
の
削

減
や
低
温
品
の
配
送
便
に
常
温
品
を
混
載
す
る
こ

と
で
配
送
業
務
も
効
率
化
し
た
。Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｃ
、

薬
王
堂
ら
の
取
り
組
み
は
店
舗
間
の
商
品
移
動
シ

ス
テ
ム
を
開
発
・
運
用
す
る
こ
と
で
大
幅
な
返
品

削
減
と
各
店
舗
で
の
在
庫
最
適
化
を
実
現
し
た
。

「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
大
賞
２
０
２
２
」

加
食
業
界
の
取
り
組
み
が
大
賞
受
賞


